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１．はじめに
　大学教養教育の第二外国語の授業において、学生に教えるべきことは第一に、語学的知識や運用力である。
しかし、加えて、異文化に対する理解や興味を喚起することも望まれる。本稿では、大学に入学したばかり
の新入生がフランスやフランス語について、そもそもどのようなイメージや知識を有しているのかを明らか
にし、それをもとに、授業の中で学生に何を伝えられるかを考察する。第 5 章では特に、群馬とフランスと
の関係に焦点を絞って論じる。
２．学生へのアンケート調査
　大学に入学したばかりの学生が、フランスについてどのようなイメージや知識を有しているのかを調査す
るため、2018 年 4 月、「フランスについてのアンケート」を実施した。対象は、群馬大学教養フランス語（4
クラス）の第一回授業に出席した 1 年生、113 名である（実際の履修者数はこれと異なる）。それぞれのク
ラスで授業冒頭にアンケート用紙を配布した。教員はヒント等を示唆せず、学生は辞書やスマートフォンな
どの補助なしで、自らの記憶のみを頼りに回答した。ただし、友人同士で回答を見せ合う学生も数名いた。
　今回のアンケートでは、特に次の 3 項目に絞って調査を行った。「フランスについて知っていること」「フ
ランスと日本・群馬の関係」「知っているフランス語」である。回答の集計は本稿末尾の表（1～3）にまと
めた。ただし、学生が記憶やイメージを十分に喚起できるように、アンケートの設問そのものは 6 問とした。
設問は以下の通りである。
　 1 ．フランスの歴史、文化、社会などについて知っていることをできるだけたくさん書いてください。
　 2 ．フランスと聞いて、あなたが思い浮かべる産業は何ですか？複数回答可。
　 3 ．フランス産のもの（無生・生）で、あなたが思い浮かべるものは何ですか？複数回答可。
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　 4 ．日本とフランスの関係について、知っていることがあれば、すべて書いてください。
　 5 ．群馬とフランスの関係について、知っていることがあれば、すべて書いてください。
　 6 ．知っているフランス語をできるだけたくさん書いてください。
　まず、設問 1～3 について回答結果を合わせて集計し、学生のフランスについての知識を確認した。その
結果、113 名の学生から、123 種類の回答を得た（表 1）。他の国（言語）に関するアンケート結果がないの
で推測でしかないが、この回答は比較的多様ではないだろうか。
　表１　フランスについて知っていること （人）
複数クラスで回答
ワイン 69
ナポレオン 57
フランス革命 52
フランスパン 46
エッフェル塔 38
航空機 28
ぶどう 26
服ファッション 18
小麦 16
原子力発電 16
観光 15
料理 15
農業 14
パリ 13
チーズ 13
パン 13
マリー・アントワネット 12
ジャンヌダルク 10
シャンパン 8
ヨーロッパ西洋 EU 6
ルネサンス 6
マカロン 6
凱旋門 6
お菓子 6
自動車 5
ヴェルサイユ宮殿 5
オレンジ 5
パリサンジェルマン 5
ルーヴル美術館 5
ピサの斜塔 4
エスカルゴ 4
オリーブ 4
ラフランス 3
ルイ・ナポレオン 3
毛織物 3
シャネル 3
英仏 100 年戦争 3
マクロン大統領 3
ルイ 14 世 2
ルイ 2
フレンチトースト 2
ルイ・フィリップ 2
単数クラスで回答
ジル・ドレ 3
ルノー 3
芸術 2
モンサンミシェル 2
生ハム・ハム 2
トリコロール 2
アルザスロレーヌ 2
移民 2
戦争多い 1
風刺得意 1
サッカー強い 1
イギリスと仲悪い 1
ドイツと仲悪い 1
イブ・サンローラン 1
ラスク 1
キリスト教 1
イスラム教 1
フレンチブルドッグ 1
国連常任理事国 1
おしゃれ 1
サッカー 1
ストライキ 1
ユーロ 1
レ・ミゼラブル 1
人口約 6 千万 1
オレンジーナ 1
パリ協定 1
生地 1
鉄鋼業 1
フランシスコ・ザビエル 1
デュラムセモリナ粉 1
ドイツが侵略 1
ナチスの爆撃パリ免れ 1
王政革命共和制 1
10 着しか服ない 1
ナポレオン革命起こす 1
革命で民主主義思想生まれる 1
ルコック 1
フランク王国 1
トゥールーズ 1
バスチーユ 1
シャルル 7 世 1
セーヌ川 1
ルイ 12 世 1
ヴァロワ朝 1
カロリング朝 1
メロヴィン朝 1
ブルボン朝 1
チョコ 1
自由の女神像 1
クローヴィス 1
ラ・デフォンス 1
ユーロトンネル 1
ガロワ 1
資本主義 1
音楽 1
建築産業 1
第一次世界大戦 1
製糸 1
パリコレ 1
機械 1
豚 1
原爆所有 1
ノートルダム大聖堂 1
レストラン発祥の地 1
漁業 1
装飾品 1
国際公用語フランス語 1
シャルル・ド・ゴール 1
ギロチン人道的処刑 1
1789 年 1
ロクシタン 1
ブルーバナナ地域 1
ダンケルクの戦い 1
エビアン水 1
多文化社会 1
大統領制 1
乳酸業 1
フランツ 2 世 1
シャルル家 1
トリュフ 1
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　上位の回答を見てみよう。60％以上の学生がワインを挙げ（69 名）、半数の学生がナポレオンと回答した
（57 名）。フランス革命と回答した学生は 46％に上った（52 名）。40％強がフランスパンを挙げ（46 名）、3
分の 1 弱がエッフェル塔を挙げている（38 名）。以下、航空機（28 名）、ぶどう（26 名）、服・ファッショ
ン（18 名）、原子力発電（16 名）、小麦（16 名）、観光（15 名）、フランス料理（15 名）、農業（14 名）、チー
ズ（13 名）、パン（13 名）、パリ（13 名）、マリー・アントワネット（12 名）、ジャンヌ・ダルク（10 名）
が続く。このように、多くの学生がフランスの歴史的人物や歴史的出来事、産業などを回答している。これ
は高校での地理歴史の学習の成果であろう。また、フランスの情景としてメディアに頻繁に登場する事象が
上位にきている。
　とはいえ、学生のフランスについてのイメージ・知識は、いくつかの紋切り型に固定されるわけではない。
というのも、123 種類の回答のうち、1 名のみの学生が挙げたものが 73 もあるからだ。学生がそれぞれ独自
に、フランスへのイメージ・知識をはぐくんでいることが分かる。これらの回答の多くは、商品・ブランド
名（オレンジーナ、ロクシタン、エビアン、イブ・サンローラン）であったり、文化的な事象（レ・ミゼラ
ブル、自由の女神像、レストラン発祥の地、人道的処刑としてのギロチン導入、ユーロトンネル、ノートル
ダム大聖堂、サッカー）であったり、あるいは歴史や地理に関わる詳細な事象（フランク王国、トゥールー
ズ、ヴァロワ朝、原爆所有、バスチーユ、戦争が多い、イギリスと仲が悪い、ドイツと仲が悪い、シャルル・
ド・ゴール）であったりした。
　いくつかの間違いも見受けられた。たとえば、ピサの斜塔と回答した学生が 4 名、フランシスコ・ザビエ
ルと回答した学生が 1 名いた。また、1 名の学生が「フランス革命で民主主義思想が生まれた」と回答したが、
実際は、民主主義思想そのものは革命以前より存在し、古代ギリシャのアテネでは政治体制として採用され
ている。同様に、1 名の学生が「ナポレオンがフランス革命を起こした」と答えたが、事実はむしろ逆で、
革命の結果、ナポレオンによる帝政が生まれたのである。
　次に、「フランスと日本・群馬の関係」の調査について集計し（表 2）、16 種類の回答が得られた。複数の
学生が挙げたものは、多い順に、富岡製糸場（19 名）、現友好国（14 名）、オレンジーナ（3 名）、第二次世
界大戦時に敵対（3 名）、ガトーラスクハラダ（2 名）、ポール・ブリュナ（2 名）、柔道（2 名）である。後
述するが、ポール・ブリュナは初代富岡製糸場長を務めたフランス人である。
　まず留意したいのは、富岡製糸場を挙げた学生が全体数の 14％に過ぎないことだ。より多くの群馬大学
の学生に、県内の世界遺産である同製糸場とフランスの関係について知ってほしいものである。また、興味
深い回答としては、群馬とフランスの形が似ているとの回答が 1 名からあった。フランス人は自国を
hexagone（六角形）と呼び、群馬県民は自県の形を「鶴舞う形」と謡うが（上毛かるた）、確かに見ようによっ
ては似ているかもしれない。さらに、2 名の学生が柔道を挙げたことは、嬉しい驚きであった。実際、フラ
ンスでは、柔道は日本から伝わって盛んになり、複数のオリンピックのメダリストを輩出している。2018
年 6 月 8 日現在、フランス柔道連盟に所属するフランス全土の柔道家の数は 53 万 5,961 人に上り、そのうち、
　表２　フランスと日本・群馬の関係 （人）
複数クラスで回答 単数クラスで回答
富岡製糸場 19 オレンジーナ 3 東京タワーエッフェル塔 1 日本アニメ人気 1
現友好国 14 フランダースの犬 2 製糸業 1 サッカー選手移籍 1
第二次世界大戦時に敵対 3 ポール・ブリュナ 2 東日本大震災後の牡蠣 1 群馬フランスの形似 1
ガトーラスクハラダ 2 柔道 2 原子力発電の連携 1 貿易が盛ん 1
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初心者（級取得者）の女性が 14 万 8,968 人、同男性が 34 万 3,123 人、黒帯保持者の女性が 8,358 人、同男
性が 3 万 5,512 人である（Fédération Française de Judo, «La fédération en chiffres»）。日本では、2018 年 3 月
2 日現在の全日本柔道連盟登録者数は 15 万 5,367 人であり（全日本柔道連盟）、フランスの柔道人口の 3 分
の 1 に過ぎない。
　なお、2 名の学生から、フランダースの犬という回答があったが、これは間違いで、同小説はイギリス人
によって書かれ、ベルギーを舞台としている。上記で挙げたフランシスコ・ザビエル（Francisco de Xavier）
と同様、おそらく、フランス（France）との仮名表記の類似性が、フランダースの犬（A Dog of Flanders）
という回答を導き出したのだろう。この事例は、仮名表記の言語システムの中で物事を考える限り、L と R
の違いは脳裏に上らないことを明白に示している。
　最後に、「知っているフランス語」についての設問を集計すると、全部で 25 種類の回答があった（表 3）。
複数の学生からの回答があったのは、以下の通りである（学生の標記に従いカタカナで記す）：ボンジュー
ル（89 名）、メルシ （ー26 名）、ボンソワール（8 名）、アン・ドゥ・トロワ（3 名）、ジュテーム（3 名）、ジュ
マペル（2 名）、メルシー・ボク（2 名）、ウイ（2 名）。挨拶や謝辞が上位に挙がったのは予想通りであるも
のの、回答の種類としては、間違いも含めて 25 語と少ない。しかし、アンケート回収後、教員が「知って
いるフランス語」についてヒントを与えながら質問すると、どのクラスにおいても、50 語以上のフランス
語の単語が挙がった（crêpe, gratin, chou à la crème, millefeuille, coup d’État, grand prix など）。フランス語由
来の言葉が、いかに日常的かつ無意識的に使用されているかが分かる。
　以上のアンケート結果から分かるのは、学生たちがフランスの歴史や地理などについて、高校時代の学習
により何らかの知識を有していること、そして、それらの知識を一語で言い表すことができるということで
ある（農業、フランス革命、ナポレオンなど）。また、各々がフランスについて、漠としたイメージを有し
ていることもうかがい知れる。しかし、具体的にフランスがどのような国なのか、文章で表現することはで
きていない。知識自体が表面的なのだ。例えば、各クラスで、「フランスが自国の産物を最も輸出している
国はどこか」、あるいは、「産物を最も輸入している国はどこか」を尋ねたところ、答えられる学生はいなかっ
た。さらに、フランスと日本の関係について、その始まりを答えられる学生もいなかった。フランスと群馬
の関係を尋ねると、その答えはさらに曖昧なものになる。アンケートでは、富岡製糸場の名を挙げる学生は
いたものの、具体的にどのような関係なのかについての記載はなかった。
　反省点としては、設問 6 をより詳細な問いかけにすれば、回答の種類が増加したと考えられることである。
単に、「知っているフランス語をできるだけたくさん書きなさい」と指示するだけでなく、「外来語として日
本語に入ったフランス語を含め」等の但し書きをつければ、学生の連想力を刺激できただろう。
　表３　知っているフランス語 （人）
ボンジュール 89 メルシー・ボク 2 シー 1 サヴァ 1 他の言語
メルシー 26 ジュマペル 2 ボナペティ 1 モンデュ 1 ボンジョルノ 9
ボンソワール 8 エメ 1 サリュ 1 ジュレーム 1 ボーノ 7
アン・ドゥ・トロワ 3 パピヨン 1 ブラン 1 ファティゲ 1 ケセラセラ 1
ジュテーム 3 ムッシュ 1 ノン 1 ノワール 1 アヒージョ 1
ウイ 2
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３．統計からみる現在の Franco-Japon
　以上のアンケート結果を踏まえた上で、本章では諸統計をもとに、現在のフランスがどのような国かを分
析し、かつ、授業でどのようにそれを教授すべきかを考えてみたい。
　総務省統計局「世界の統計 2017」（p.21-22，25）によれば、2016 年のフランス共和国の国土面積は 55 万
1,500km2 で、人口は約 6,470 万人を数える。アンケートでは 1 名の学生が、フランス人口 6 千万と回答して
いた。一方、2016 年の日本の国土面積は 37 万 7,971km2 で、人口は約 1 億 2,690 万人である。つまり、フ
ランスでは、日本の約 1.5 倍の国土に、約半数の人々が暮らしていることになる。人口の年代ごとの構成比
をみると、フランスの人口ピラミッドは典型的な釣り鐘型をしており、少子化問題は克服されている（「世
界の統計 2017」p.14）。実際、フランスの合計特殊出生率は一度 1.5～1.6 に低下した後に、2015 年に 1.92
に回復している（内閣府「世界各国の出生率」）。なぜフランスが少子化問題を克服し、日本が失敗したのか。
この点を授業で学生に問いかけることは、異文化理解のためにも、また日本の問題を考えるためにも非常に
有効だろう。
　フランスの貿易高を見てみよう。JETRO「世界貿易投資報告 2017 年度版フランス編」によれば、輸出入
ともに、機械類や自動車、電気機器部門が上位を占める。輸入総額の上位は、「原子炉・ボイラー・機械類」
（2016 年 12.2％）、「自動車」（同 10.6％）、「電気機器」（同 9.2％）の順である。輸出総額については、最大
のシェアを占めるのは「原子炉・ボイラー・機械類」（2016 年 11.7％）であり、次に、「航空機・宇宙飛行体」
（同 10.9％）、3 位に「自動車」（同 9.3％）となる。4 位は「電気機器」（同 8％）で、5 位は「医療用品」（同
6.2％）だ。先のアンケート結果には一切挙がらなかったが、実は、フランスは医療用品の輸出国でもある。
　学生アンケートの上位に上ったワインであるが、「飲料・アルコール・食酢」が輸出総額全体に占める割
合は 3.4％に過ぎない。また、ファッション関係も回答数が多かったが、カバンなどの「革製品・旅行用具・
ハンドバッグ」も 1.4％に過ぎない。同様に、フランスパン、パン、農業も回答数が多かったが、輸出総額
に占める「穀物」の割合は 1.3％である（JETRO，p.2）。これらの項目の輸出総額の低さと、「農業国・ファッ
ション大国・ワインの国」としてのフランスの名声はどう両立するのだろうか。
　この謎を解く鍵は外貨獲得額である。清水卓（p.43）によれば、フランスにおいて外貨を最も獲得する部
門の 1 位は「航空機・宇宙機器」、2 位が「穀物、穀物壱次加工品」、3 位が「ワイン、アルコール飲料」で
ある。2 位については、フランスが世界第 5 位の小麦生産量を誇り、穀物を輸入する必要がほとんどないう
え（JETRO，p.2）、自国で生産した小麦の半分以上を輸出しているからである（清水，p.41）。3 位について
は、フランスがワインの世界的産地かつ輸出国であり、国外からのワイン輸入が少ないからである。
　貿易相手国についていえば、2016 年のフランスの主要輸出国はドイツ（構成比 46.4％）、スペイン（同
16.1％）、モロッコ（同 10％）、ブラジル（同 10％）、米国（同 7.4％）である（JETRO，p.3）。ドイツとス
ペインというユーロ圏 2 か国への輸出が全体の 59.7％を占めているのが目を惹く。他方、同年のフランスの
主要輸入国は、順にドイツ（構成比 48.5％）、スペイン（同 16.9％）、中国（同 9.3％）、米国（同 7％）であり、
ここでもドイツとスペインだけで全体の 65.4％を占めている（JETRO，p.3）。国際政治において、なぜフラ
ンスがアメリカに対して比較的強気の発言ができるのか、また、ドイツやスペインに対してなぜ常に配慮の
ある発言を行うのか、その理由がこれらの数字から透けて見える。
　ちなみに、財務省貿易統計「貿易相手先国上位 10 カ国の推移」によれば、日本の主要輸出相手国は、順
に米国（19.7％）、中国（17.9％）、韓国（7.4％）、香港（6.1％）である。同様に、主要輸入相手国は順に中
国（25.3％）、米国（11.1％）、オーストラリア（5.3％）、韓国（4.2％）であり、米国と中国の 2 か国のみで
輸出の 37.6％、輸入の 36.4％を占めている。このように、フランスにとっての重要国と日本にとっての重要
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国が全く異なることを、統計から学生に考察させるならば、彼らが国際政治のパワーバランスについて改め
て考えるきっかけになるだろう。
　日仏の貿易関係を見れば、2016 年のフランスの対日輸出は「医療用品」（15.3％）が主力であり、2 位以
下は「原子炉・ボイラー・機械類」（12.6％）、「飲料・アルコール・食酢」（9.9％）、「航空機・宇宙飛行体」
（5％）と続く。同年の日本からフランスへの輸入は、1 位が「自動車」（27.4％）であり、「原子炉・ボイラー・
機械類」（27.1％）、「電気機器」（11.6％）が続いている（JETRO，p.5-6）。ちなみに、アンケ―ト結果によ
れば、日本がフランスから医療用品を輸入しているという知識は、学生にはまったくなかった。
　両国の文化交流は非常に盛んだ。外務省「フランス共和国（French Republic）基礎データ」によれば、
Japan Expo は「毎年 7 月にパリで行われる世界最大級の民間主催の日本文化紹介行事だが、2017 年には約
24 万人が集まった」（2017 年 7 月 6 日～9 日開催）。さらに、日仏交流 160 年周年を祝って、「2018 年には、
日本文化の粋を一堂に集めた大規模な文化行事『ジャポニスム 2018』をパリを中心に実施予定」である。
　文化交流団体については、「仏日友好関連団体 155 団体（2017 年 7 月現在）が、フランス各地で日本の文
化普及事業、日仏文化交流事業を実施」している（外務省「フランス共和国（French Republic）基礎データ」）。
他方、日本におけるフランス文化交流協会（associations）は、現時点で、千葉、埼玉、岡山、滋賀などの
数県を除き、日本全国に存在する（Ambassade de France à Tokyo）。また、「700 以上の日仏大学間協定の締結」
が行われている（外務省「フランス共和国（French Republic）基礎データ」）。日本の大学総数は 2015 年の
時点で 779 校であり（文部科学省「文部科学統計要覧」）、単純計算では、日本にある大学のほとんどがフラ
ンスの大学と協定を結んでいることになる（むろん、一方の国の一大学が他方の国の複数大学と協定を結ぶ
こともありうる）。
　要人の往来も多い。日本の閣僚級の要人が 2014 年には 18 名、2015 年には 12 名、2016 年には 6 名、2017
年には 11 名が渡仏している。安倍総理大臣は（第 2 次内閣以降の）2013 年から 2018 年 2 月までの期間中
に 4 回渡仏している（外務省「総理大臣の外国訪問一覧」）1）。フランスからも同様に、閣僚級の要人が 2013
年に 10 名、2014 年に 5 名、2015 年に 9 名、2016 年に 5 名が来日し、それに加え、オランド大統領は 2013
年と 2016 年に 2 回来日している（外務省「フランス共和国基礎データ」）。
　経済面では、「約 490 社の日本企業がフランスに進出し、累計約 7 万 4,000 人の雇用を創出し、フランス
にとって、日本はアジア最大の対仏投資国となっている」（外務省「フランス共和国基礎データ」）。多くの
日本系企業がフランスに進出し、かつ、文化交流も盛んなことから、在留邦人数（海外に 3 か月以上在留し
ている日本国籍を有する者）はフランス全土で 4 万 1,641 人に上り、これは在米邦人数の 42 万 1,665 人や在
中邦人数の 12 万 8,111 人には遠く及ばないものの、2014 年から 2016 年まで韓国より上位につけて、国別の
9 位に入っている（外務省領事局政策課 p.14，p.28）2）。逆に、日本に在留するフランス人の数は約 1 万 2,273
人で、ヨーロッパ諸国の中では英国人（1 万 6,498 人）に次いで多い（法務省「在留外国人統計」）。この点
について、なぜ在仏邦人や日本の在留フランス人の数が比較的多いのか、学生に考察させることも両国の交
流を理解するうえで有効である。
　以上に挙げた統計のほとんどは、日本の各省庁が出しているもので、ネット上で検索して日本語で読める。
異文化理解の授業はもちろん、教養フランス語の授業でも時間的な余裕があれば、学生にこれらの統計を示
して、フランスと日本の関係やフランスの現状について考察させることが可能である。
４．日仏関係の初期
　統計から分かるように、日本とフランスが現在互いに重要な国であることは間違いないが、現在、両国が
三　原　智　子102
外交ならびに経済上、最も緊密な関係を結んでいるとは言えない。だが、歴史をさかのぼれば、非常に密接
な日仏関係が築かれた時期があった。本章では、日仏関係の初期を振り返って、学生に伝えるべきことを考
察したい。授業で使用する資料として薦めたいのは、フランス国立図書館（BNF）の電子図書館サイト
（Gallica）の「France-Japon」というページである。フランスに伝わった日本に関する多彩な歴史資料がコ
ンパクトにまとめられており、教室にプロジェクターさえあれば、授業での使用に極めて便利である。
　そもそも、フランス（ならび西欧諸国）が日本を初めて知ったのは、マルコ・ポーロ（1254-1324）の『東
方見聞録』を通してである。1298 年に口述で書き取られたマルコ・ポーロの原稿は、手書きの写本によっ
てヨーロッパ中に広まり、その中には、彩色の挿絵で飾られた写本も存在した（Gallica, «Un Japon rêvé du 
XVI au XVIII siècle»）。フランス語訳が出版されたのは約 250 年後の 1556 年である。日本はその中で Chi-
pango と呼ばれ、黄金の国と描写された。その後も、イエズス会が信仰啓発のために、日本で殉教したキリ
スト教信者の版画を流布させるなどして（Gallica, «Les Japonais en images»）、フランスにとって日本はエキ
ゾチックな夢想をはぐくむ国であり続けた。授業でこれらの挿絵や版画を提示して、どの国についての絵な
のか、どのような書物なのかを学生に推測させることで、中世ヨーロッパにおいて日本という国がいかに未
知の場所であったかを、彼らに実感させることができる。
　とはいえ、事実に基づいた、より正確な日本の情報もヨーロッパにはもたらされていた。既に 16 世紀に、
アムステルダムで Iaponiae nova descriptio（新日本地図）が編集されている。また、複数のアジア地図でも、
日本の地理的位置と形が確認できる。17 世紀には日本メインの地図が複数印刷され、18 世紀になると地図
はますます詳細になっていった（Gallica, «Cartes et Plans»）。これらの日本地図はまだ形が不正確であるも
のの、ローマ字表記の旧地名が記載されており、授業で提示する資料として非常に有益である。
　このように、18 世紀のヨーロッパでは日本に関する情報が広まっていた。例えば、フランス啓蒙思想時
代の大著『百科全書』L’Encyclopédie ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des métiers にも、日本の
情報が載っている（Gallica, «Un Japon rêvé du XVI au XVIII siècle»）。大学 1 年生なら誰もが、百科全書、
フランス啓蒙思想、ディドロ、ダランベールといった歴史用語、人物名を見聞きしたことがあるだろう。し
かし、彼らのほとんどは、この『百科全書』に日本に関する項目が多数あることを知らない。学生にこの事
実を教え、日本とフランスの関係史を学ばせるための閲覧資料として、『百科全書』の電子版サイト
「ENCCRE」（フランス語）を勧めたい。以下、このサイトの記載に基づいて、『百科全書』の日本について
の項目を検証する。
　『百科全書』は、その規模、著名な執筆者の数、費やされた資本金において、18 世紀最大の編集事業と言
える。発行部数は 4,000 部で、当時の大ベストセラーである。本文 17 冊と図版 11 冊からなり、約 7 万 4,000
項目がアルファベット順に記載されている（ENCCRE）。そのすべての項目がENCCRE上で検索可能である。
編集者の一人、ドゥニ・ディドロ（Denis Diderot）によれば、事典刊行の目的はまさに啓蒙だ。「地球上に
散らばっているすべての知識を集め、その概括的なシステムを、我々と共に生きている人々に陳述し、また、
我々の後に生まれ来る人々に伝えることである」（ENCCRE, «Qu’est-ce que l’Encyclopédie？»3））と、彼は
記した。そして、これらの知識の中に、日本についての情報も含まれていた。
　『百科全書』の刊行は 1751 年から 1772 年まで 20 年以上に及んだが、日本では、1751 年は 8 代将軍徳川
吉宗が逝去し、息子の 9 代将軍徳川家重の治世が本格的に始まった時期にあたる。そして、1772 年は田沼
意次が老中になった年である。江戸幕府のいわゆる鎖国諸政策が完成し、オランダ以外の欧米諸国と日本国
との交易が公的に無くなって久しかった。
　それにもかかわらず、『百科全書』には日本の地理についての項目が多数存在する。いくつか例を挙げよう。
AMACUSA、ANZUQUI、AQUI & AQUITA、ARIMA、BIGEN、BUGEN、BUNGOBITCHU（BITCOU）、
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CANGOXUMA、CANZULA、CAVACHI、DISMA、FIGEN、FIRANDO、FISSIMA（FUSSINA、FUSS-
IMI、FUSSIGNI）、GOTO、JÉÇO、IÉDO, ISJO（IXO）、KAI、KAKEGAWA（KAKINGA）、KAMAK-
URA、KANSAKI、KOKURA、KURUME、LEQUIOS（LIQUIOS、RIUKU）等だ4）。
　これらの項目に記されているのは簡単な位置情報のみの場合が多いが、中には詳細な記述も見出される。
例えば、SIKOKF という項目には、「日本帝国を形成する 3 つの大きな島のうち 3 番目の島。ほぼ四角形を
している。4 つの地方に分かれるため、Sikokf と呼ばれる。すなわち、4 つの地方からなる国という意味で
ある」と、記載されている。また、ANZUQUIAMA という項目には、以下のような説明が書かれており、
信長の名声が国境を越えて伝わっていたことが分かる。この文章はフランス語が比較的容易であり、フラン
ス語を習いたての大学 1 年生でも、教員が解説を加えることで、意味を理解することが可能である。
　Mino 王国の都市で、Nobunanga 王により建てられた。彼は Mino 王国から日本王国の制覇へと向かった。
日本人は Anzuquiama を Nobunanga 城と呼ぶ。実際、シャルルロワ（P. de Charleroix）による『日本史』
の描写から判断する限り、素晴らしい国だったようだ。しかし、Nobunanga の死後、その素晴らしい城
は焼かれ、城に蓄えてられていた巨万の富が略奪された。イエズス会士はこの火事により壮大なセミナリ
オを失った。それは Nobunanga が彼らのために建てたもので、彼らはそこで日本人貴族の若者たちを教
育していた5）。
　さらに、日本の各地方の収入高まで、『百科全書』は記載している。例えば、西海道（SAIKAIDO）は 344
万石（mankokfs）、山陰道（SANINDO）は 123 万石、山陽道（SANJODO）は 270 万石、東海道（TOOKAIDO）
は 494 万石と、年間石高が記されている。また、「1 man（万）は 10,000 の kokfs（石）を意味し、1 kokf は
3,000 梱あるいは袋の米を意味する」との注も添えられている。こうした文章も比較的短く、簡単な単語で
書かれているため、1 年生に読ませて、日仏関係の歴史を考察させるのに適している。
　このように、いわゆる鎖国等の幕府の対外政策にもかかわらず、日本の地理や歴史は、江戸時代中期には
フランスにかなり正確に伝えられていた。『百科全書』の説明文中に Kaempfer への参照が数多く見受けら
れることから、同書の日本に関する項目が、エンゲルベルト・ケンペル（Engelbert Kæmpfer）の『日本史』
に多くを負っていることが分かる6）。ケンベルは、オランダ東インド会社から長崎出島に配属された医師の
一人である。19 世紀にはいると、ケンベルと同じく、オランダ東インド会社から出島に出向したフィリップ・
フランツ・フォン・シーボルト（Philipp Franz von Siebold）が日本についての著書を出版した。その仏語訳
は、Voyage au Japon exécuté pendant les années 1823 à 1830: ou, Déscription physique, géographique et historique 
de l’Empire japonais, de Iezo, des îles Kuriles méridionales, de Krafto, de la Corée, des îles Liu-Kiu, etc., etcという題
名で 1838 年に刊行され、フランスで大きな成功を収めた（タイトルの直訳は『日本旅行 1823-1830：日本
帝国、蝦夷、クリル列島南部、樺太、韓国、琉球諸島、等々についての事物、地理、歴史の描写』）（Savornin，
p.4）。ちなみに、この仏語タイトルを学生に見せ、その意味と作者を推測させたところ、教員のヒントがあ
れば、どのクラスの学生も答えることができた。
　1858 年に日仏修好通商条約が、ナポレオン三世の帝政フランスと将軍徳川家定の江戸幕府の間で結ばれ
ると、フランスは次第に日本への影響力を強め、「1864 年から 1865 年までの期間に着手または進行中の外
国関連の幕府重要案件はフランス一国のみを相手にしていたほど」だった（ポラック、p.36）。1867 年にパ
リで万博博覧会が開催されると、将軍慶喜は弟の徳川昭武（後の水戸藩主）をフランスに派遣した。これは
日本が初めて公式に参加した万国博覧会である7）。徳川昭武はこの時ナポレオン三世に謁見し、その後さら
にフランスに 1 年ほど留学した（Charton，p.110；黒江，p.160）。このことは、徳川幕府とフランス第三帝
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政との密な関係を示しており、日仏交流の嚆矢として、授業で簡潔にでも教えておきたい出来事である。
　しかし、日本とフランスのこの蜜月は 1870 年以降に終わりを告げる。日本の明治維新とフランスの第二
帝政崩壊という二つの政変が同時期に起こったためだ。以降、二つの国が 1860 年代以上に密接な関係を結
んだことは一度もない。だがそれでも、フランスはその後の日本の近代化に大きな役割を果たし（Charton，
p.112）、さらに、絹を介して群馬とも結びついたのである。
５．群馬とフランス
　第 2 章ですでに確認したが、群馬とフランスの関係についての学生たちの反応はとても薄い。アンケート
の設問に対し、具体的な文章による回答はなかった。とはいえ、学生たちがフランス及びフランス語に関心
を抱くためには、身近な事象とフランスとの歴史的・文化的・経済的な繋がりを感じ取ることが必要だ。こ
の章では、群馬とフランスの関係について、何を授業内で教授できるか考察してみたい。
　群馬についての情報がフランスに伝わったのは、18 世紀、『百科全書』の「TOOSANDO」という項目に
よる。「TOOSANDO は、日本帝国の 7 つの大きな地方のうちの 1 つの名前であり、東の国という意味である。
そこには、Oomi、Mino、Fida、Sinano、Koodsuke、Simoodsuke、Mutsu、Dewa の 8 つの地方が含まれる。
この東の国の 8 つの地方の全収入は米 564 万石である」（ENCCRE）8）。小学館『大辞泉』第二版によれば、
東山道とは、律令制で定められた地方行政区画である五機七道のひとつで、東海道と北陸道に挟まれた地帯
にあたり、近江・美濃・飛騨・信濃・上野・下野・出羽・陸奥の 8 か国からなる。「TOOSANDO」の説明
文中の「Koodsuke」こそが、上
こう
野
ずけ
のことであり、現在の群馬県に相当する。
　とはいえ、フランスが群馬をよりよく知るには、さらに、群馬におけるフランスの存在感が増大するには、
富岡製糸場の操業を待たねばならない。そもそも、この製糸場の建設は、19 世紀中頃にフランスで蚕の病
が蔓延したことに端を発する。クリスチャン・ポラックによれば、当時、フランスでは養蚕業が盛んで、絹
織物は第二帝政における最大の輸出品だったが、「1855 年に蚕の三大病である硬化病、微粒子病、軟化病が
スペインに発生し、ヨーロッパ全土に広がった。フランスの養蚕業界もその難から免れることはできず、リ
ヨンとセヴェンヌ地方全域に被害が広がり、養蚕農場の閉鎖、多数の養蚕業者の破産を招くにいたり、まさ
に国家的に災害」となった（ポラック，p.26）。5 年後の 1860 年には、フランスは全く蚕を産出できず、養
蚕業は壊滅的状態にあったという。そこで、リヨンの絹織物業者は強い蚕と生糸を求めて、日本にやってく
ることになった。
　実際、ヨーロッパ人たちがそれまで日本の絹を手にすることはなかったにもかかわらず、絹産出国として
の日本の評判は既にフランスに広まっていた。『百科全書』の Soie（絹）の項目には、「中国並びに日本の絹」
の説明がある。そこには、「日本は中国に負けず劣らず絹を供給できたであろう、もし、未開で疑い深い日
本人が外国との貿易、特に、オランダ以外のヨーロッパ諸国との貿易を禁止していなければ」と記されてい
る。
　1858 年に日仏修好通商条約が締結されたが、ポラックによると、フランスの対日本通商の主な目的は生
糸と蚕卵の調達にあった。徳川幕府もそれに応え、1865 年 9 月に、将軍慶喜は 1 万 5,000 ケースの蚕の卵を
ナポレオン 3 世に送っている（ポラック，p.34）。群馬県産の蚕卵も、江戸時代末期にあたる 1864～1868 年
のいずれかの段階で、フランスに輸出されていた。その事実は、1868 年にフランスで出版された Traité de 
l’éducation des vers à soie au Japon（『養蚕新説』の仏訳）で確認できる。同書には日本の生糸・養蚕関係の
商標のイラストや版画が複数載っているが、そのうちの 1 枚の商標には、「上州」という日本語が認められ（群
馬県の旧名称である上野の別称）、「Province de Kôtzouké」（上野地方）とフランス語で注が付されている
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（Sira-Kawa de Sendaï，p.145）。同書掲載の版画を見ると、この商標が実は、蚕種（卵）を納めた箱の表に
押された印であることが判明する（Sira-Kawa de Sendaï，Planche XXI）。また、この商標（印）の横には、
駐日フランス全権公使レオン・ロッシュ（在職 1864～1868 年）の署名が確認できる（ポラック，p.33）。こ
のように、群馬とフランスの交流は江戸時代から既に始まっていた。
　1868 年に政権が幕府から明治政府へ移ってからも、フランスと日本、あるいはフランスと群馬の絹を介
した結びつきは依然として強かった。富岡製糸場の初代首長はフランス人のポール・ブリュナで、彼は
1871 年に富岡製糸場の首長として、5 年契約で明治政府に正式雇用された（澤，p.197）。ポラックによれば
（p.122）、ブリュナは製糸場建築のために積極的に働き、まず、建設の敷地を上野国富岡に自ら決定すると、
建築家に工場の設計を依頼して見積書を作成し、次に、フランスへ一時帰国して製糸機械などを購入し技師
を雇用した。その後、1872 年に富岡製糸場は操業を開始した。翌 1873 年には、富岡製糸場産の生糸がウィー
ン万博博覧会で二等賞を受賞した（ポラック，p.126）。
　富岡市教育委員会による詳細な調査『富岡製糸場のお雇い外国人に関する調査報告』によると、ポール・
ブリュナは、Drôme（ドローム）県 Bourg de Péage（ブール・ド・ペアージュ）市の有力な家族の出身であ
る（富岡市教育委員会，p.46-47）。特に、祖父のブリュノ・フランソワ・ブリュナ（Bruno François Bruna 
1765～1835 年）は、フランス革命と第一帝政ならびに 7 月革命という激動の時代を生き抜いた人物で、地
主兼商人として年間 6,000～9,000 フランもの収益を得て、1802～1803 年には 630 フランの税金を納め、市
の高額納税者の 1 位だった（富岡市教育委員会，p.2-3）。佐野栄一によれば、バルザックの小説『ゴリオ爺
さん』の中で、19 世紀前半（1810 年代）の平役人の年収は 1,200 フランであったとされており（佐野，p.71）、
そこから計算すると、ブリュノ祖父の収益は当時のしがない公務員の年収の 5 倍から 7 倍に相当する。彼は
ブール・ド・ペアージュ市長を歴任し、その功績により、レジオン・ドヌール勲章シュヴァリエを受勲した
（富岡市教育委員会、p.3，資料 3）。
　ポール・ブリュナ本人は 1840 年にブール・ド・ペアージュ市に生まれ、リオン市のエシュト・リリアン
タール商社に入社した。1866 年 3 月に来日して、同商会の生糸検査人として活躍した後、1871 年に明治政
府に正式雇用された（富岡市教育委員会，p.47-51）。澤護によれば、彼の年俸は 9,000 円に上り（月給 600
円及び賄い金 1,800 円）、当時のお雇い外国人の中でもトップレベルの高給だった（澤，p.198-199）。後年、
ブリュナは富岡製糸場の首長職を辞すと、上海に渡って、中国の製糸業の近代化に貢献し、功績を認められ、
1900 年にレジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ章の叙勲を受けた（富岡市教育委員会，p.62）。
　設立の経緯から明らかなように、富岡製糸場で生産された生糸が海外に販売される際、その輸出先はフラ
ンスだった。正確には、フランスとアメリカの二国と言わねばならないが、常にフランスへの輸出量はアメ
リカへのそれを上回っていた。例えば、西尾敏和によれば、1890 年（明治 23 年）にはフランスへ 11,894kg
の生糸が輸出されたが、同年のアメリカへの輸出量は 1,205kg で、フランスのほぼ 10 分の 1 に過ぎなかっ
た（西尾，p.584，表 2）。
　以上、1860 年代後半以降の官営富岡製糸場とフランスの関係について述べてきたが、ここで、同時期の
フランス文学と群馬の関係に目を転じてみたい。というのも、初めて日本語に訳されたフランス小説は、実
は群馬と（そして、富岡製糸場と）遠からぬ縁にあるからだ。ジュール・ヴェルヌの小説 Le Tour du monde 
en quatre-vingts jours は、1878 年に、川島忠之助によって『新説八十日間世界一周』という題で、慶應義塾
出版社から刊行された。それまで、フランスの小説は英語訳から重訳されていたが、川島の訳は日本初のフ
ランス原典からの翻訳だった（富田・赤瀬，p.85，p.97）。1858 年の日仏修好通商条約締結後から 20 年たっ
て、ようやく、フランスの長編小説を原典から訳す人物が現れたのだ。
　この小説はもともと1872 年にフランスで出版されたもので、当時の国際社会を舞台として物語が展開する。
三　原　智　子106
小説の主人公、イギリス人フォッグ氏は 1872 年 10 月に 80 日間で世界一周をするという無謀な賭けをして、
フランス人の従僕パッスパルトゥと共に旅立つのだが、途中で、香港から横浜に立ち寄っている。邦訳が出
たのは原著の 6 年後という比較的早い時期で、当時の日本の読者にとって、それはいわば同時代小説だった。
開国まもない日本に英国人とフランス人が訪れるという設定は、まさにリアルに感じられたことだろう。
1872 年は富岡製糸場の操業開始年でもある。
　しかも、翻訳者の川島忠之助は、1867 年末（あるいは 68 年末）に横須賀製鉄所（造船所の前身）に製図
工見習いとして入所した後、1873 年 4 月には通訳として富岡製糸場で働いていた（富田・赤瀬，p.99）。翌
1874 年には、製糸場長のポール・ブリュナ名の書類が川島忠之助によって翻訳されてもいる（同，p.106）。
川島は同年に富岡製糸場を辞めると、ブリュナがもともと務めていた横浜の蘭八番館（エシュト・リリアン
タール商会）の番頭となった（同，p.105-107）。日本初のフランス小説の原典からの邦訳が、富岡製糸場の
元通訳者によってなされたという事実は、群馬とフランスとの関係を授業で伝えるにおいて、特に強調して
おきたい。
　時代が少し下ると、群馬在住の詩人もフランスについて歌うようになる。萩原朔太郎（1886～1942 年）
は群馬県前橋市で生まれ、群馬県尋常師範学校附属小学校及び旧制群馬県立前橋中学校を卒業して、1925
年に 39 歳で家族とともに上京した後も、たびたび前橋に帰郷した（前橋文学館HP）。1913 年 4 月に詩篇「旅
上」の中で、彼は「ふらんすへ行きたしと思へども /ふらんすはあまりに遠し」（スラッシュで改行）と歌っ
ている。この頃、彼は「既に満で 26 歳に達していた。文壇において全く無名であり、家にあっては未だ無
為徒食の、文字通りの寵児」であった（長野，p.76）。しかし、そのような文学青年にとって、フランスは、
実際に赴くことはかなわないとはいえ、決して聞きなれない土地の名ではなかった。
　そのことは、萩原朔太郎が「旅上」を書いた 1913 年の翌年に、田山花袋がフランス小説『ボヴァリー夫人』
（ギュスターヴ・フローベール著）の邦訳を新潮社から出したことからも分かる。花袋は群馬県館林市出身
の作家である。彼は特に『蒲団』の著者として有名だが、山川篤によれば、この小説のヒロインの女子学生
は、岡田美知代という実在の人物をモデルにしており、花袋はこの女性に臨別品として、自ら署名した英語
版の『ボヴァリー夫人』を渡していた（山川，p.2）。20 世紀初頭の日本（そして群馬）にすでに、フランス
文学がある程度浸透していたことを示すエピソードである。
　さて、最後に、21 世紀の群馬とフランスの関係について触れておきたい。2015 年の時点で、フランスに
は「日系企業約 490 社が約 760 拠点を設置しており、およそ 74,000 人の雇用を創出」しているが、その
29％が自動車関連の企業である（フランス大使館貿易投資庁「フランス進出企業リスト 2016」）。群馬県の
企業もその例にもれない。2017 年現在、群馬県内の 3 企業がフランスに進出し、計 6 拠点をフランス国内
に設置しているが（群馬県庁「県内企業の海外進出状況」）、すべて自動車関連機器の製造業である（株式会
社ミツバ、小倉クラッチ株式会社、サンデンホールディングス株式会社）。
　群馬に進出したフランス系企業もまた、製造業が多く、例えば、日本ミシュランタイヤ株式会社の工場は
太田市にあり、ダノンジャパン株式会社の工場は館林市にある。フランスにグループの本社をもつ自動車部
品製造会社ヴァレオジャパンの工場も県内の安中市及び邑楽町にある。富岡製糸場以来、群馬とフランスは、
製造業により結びついていることが分かる。
　群馬県が現在のフランスで、ある程度知られていることは、Michelein Travel Partener から出版された
2017 年度版の旅行案内 Le Guide Vert Japon で確認できる。これは、フランス人のためにフランス語で書かれ
た日本についての旅行ガイドブックである。したがって、記述においてしばしば県名が省略されている。巻
末の索引を見ても、青森、石川、岩手、愛媛、香川、滋賀、島根、千葉、栃木、富山、新潟、三重、山口、
和歌山などの県名が載っていない。フランス人読者にとって、県名は必ずしも必要な情報ではないからだ。
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代わりに、佐渡、輪島、成田、松江、日光、伊勢などの情報が県名なしに記載されている。中には、県名は
おろか、観光情報も一切載っていない県もある。そうした中で、群馬県は県名が記された上で、草津温泉と
水上の観光情報が掲載され、さらには富岡製糸場も写真付きで紹介されている（Le Guide Vert Japon，
p.133-135）。参考までに、埼玉県は群馬県と同じ章に紹介されているが、割かれたページは少なく、観光ポ
イントも長瀞のみがピックアップされている。
６．終わりに
　フランス語学習へのモチベーションを高めるためにも、フランスについての情報を学生に授業の中で伝え
ることは極めて重要である。また、第 2 章で分析したように、学生たちのフランスに関する理解は、ほとん
どが高校時代の学習やメディアの影響に基づくものであった。したがって、第 3 章で考察したように、諸統
計（貿易、人口、在留フランス邦人等）を配布して、フランスと日本の相違点や両国の関係を学生自身に分
析させることは、受け身の知識受容から離れて、発見の楽しみを彼らに伝えることにもなり、有効だろう。
　さらに、第 4 章で扱った、フランス国立図書館（BNF）の電子図書館サイト（Gallica）内のページ
「France-Japon」や『百科全書』の電子版サイト「ENCCRE」（フランス語）は、学生にフランスと日本の歴
史を考察させるために資料として非常に有効である。また、第 5 章で考察した群馬とフランスの関係につい
ては、特に群馬県内の学生が異文化交流の歴史を身近に感じるためにも、何らかの形で授業中に伝えること
が大切である。
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注
１）第 2 次内閣以降、安倍総理大臣が 2018 年 2 月までに 4 回以上訪問した国は、フランス以外に、米国、ロシア、ベルギー、
ドイツ、イタリア、イギリス、インドネシア、シンガポールである。
２）2016 年 10 月 1 日における在留邦人数上位 10 国は、順に米国、中国、オーストラリア、タイ、カナダ、英国、ブラジル、
ドイツ、フランス、韓国である。
３）『百科全書』の概要ならびに項目についての記載はすべて ENCCRE を参照し、翻訳は拙訳を試みた。
４）その他、KAMMA-JAMMA、MATMANSKA、MATSUMAY、MÉACO（MIACO）、MÉWARI、MIA（MIJAH）、MICAWA、
MINO、MURU、NAMBU、NANGASAKI、NARA、NAUGATO、OCHIO、ODOWARA（OUDAZOU）、OMI、OSACA、
OXU、QUANO（KUWANA）、SACCAI、SADO（SASJU）、SAIKAIDO、SAIKOKF、SANGAMI（SOOSIN）、SANI-
NDO、SANJODO、SANSJU、SANUKI、SATZUMA、SEKISJU、SIKOKF、SIMOODSUKE、SIMOOSA、SINANO、
SJOO、SISIO（SSIMA）、SITZU、SURUNGA、SUWO、TANBA（TANSJU）、TANGO、TASIMA、TOOKAIDO、TOO-
SANDO、TOOTOMI、TOSA（TOSSU）、TSIKUDSEN、TSIKUNGO、TSUSSIMA、UNGEN、VOIOXIURA、
WACKASA、等の項目が存在する。
５）«ANZUQUIAMA, ville du royaume de Mino, bâtie par le roi Nobunanga, qui du royaume de Mino passa au royaume du Japon. 
Les Japonois appelloient le territoire d’Anzuquiama le paradis de Nobunanga. C’étoit en effet une contrée délicieuse, à en juger 
sur la description du P. de Charleroix, voyez son Hist. du Japon: mais à la mort de Nobunanga son superbe palais fut brûlé, & les 
immenses richesses qu’il contenoit furent pillées. Les Jésuites perdirent dans cet incendie un magnifique séminaire que Nobu-
nanga leur avoit bâti, & où ils élevoient toute la jeune noblesse Japonoise.»
６）宮本英三郎（p.91）によれば、ケンペルはドイツ国籍をもちながら、オランダ東インド会社の医師として 1690 年から 2
年間滞在し、その間に 2 度長崎から江戸へ赴く機会を得た。また、ミヒェル（p.19）によると、ケンペルは徳川綱吉とも面
会している。
三　原　智　子110
７）1862 年のロンドン万国博覧会には日本は非公式に参加していた（Savornin，p.2）。ちなみに、Savornin によれば、10 年
後の 1878 年のパリ万博では、日本の展示品はさらに大きな成功を収めた（Savornin，p.2，n.3）。
８）«TOOSANDO: c’est le nom d’une des sept grandes contrées de l’empire du Japon. Toosando signifie la contrée orientale. Elle 
comprend huit grandes provinces qui sont Oomi, Mino, Fida, Sinano, Koodsuke, Simoodsuke, Mutsu & Dewa. Les revenus de ces 
huit provinces de la contrée orientale montent à 563 mankokfs de riz.»
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